
兵庫県立網干高等学校(全日制)

４＝よくできた　３＝できた　２＝あまりできなかった　１＝できなかった

H29 Ｈ30 H29 H30

1. 学校のホームページを随時更新したり、オープンスクールを実施して、学校の情
報を広く公表する。 3.1 3.1 61.5 62.4

2. 「学年通信」や「学校新聞」等を発行し、保護者に学校の情報を提供する。 3.1 3.2 61.5 63.6

学校評議員制度の学校
運営等への活用

3. 年３回学校評議員会を開き、学校の活性化・特色化に反映させる。 2.8 2.9 56.8 58.1

地域や関係機関との連
携

4. 近隣の学校や関係機関と連携し、不審者情報等を共有する。 3.1 3.3 61.5 65.5

規律ある学校生活の確
立

5. 日常生活の中に自らが取り組む課題を考え、規範意識の向上と自主・自立（自
己管理、自己責任）の精神を育てる。 2.9 3.0 58.4 60.0

職員・生徒相互の心の
交流を推進

6. あらゆる機会を捉えて生徒の内面理解や問題の早期発見に努めるなど生徒と
の触れ合いを大切にする。 3.0 3.1 60.0 61.8

保護者との情報連携 7. 学校・家庭間の情報交換を緊密に行い、一体となった生徒指導を推進する。 3.0 3.1 60.5 61.8

安全教育の推進と事故
防止の徹底

8. 関連機関と連携して交通マナーの遵守、事故防止等に積極的に取り組む。 3.0 3.0 60.0 60.6

9. 三年間を見据えて、進路指導計画を作成し、組織的・継続的に進路指導を実施
する。 2.8 2.7 56.8 53.9

10. 進路指導部と各学年が連携し、進路情報や効率的な指導方法共有する。 2.8 2.7 55.8 54.5
主体的な進路選択能力
と職業観を育成する進路
意識の向上

11. 進路講演会、教育講演会、進路ガイダンス、進路の手引きなどを利用して進路
を研究し、明確な目標を立てるなど生徒の進路意識を高める。

3.0 3.1 60.5 61.8

実践的指導力の向上
12. 公開授業を実施し、相互に評価することにより、授業力を高め、より充実した授
業に努める。

3.0 2.9 60.0 58.1

計画性をもった研修の実
施

13. 「英語力スキルアップ」・進路・心肺蘇生法・カウンセリングマインド等の研修を
計画的に実施する。 3.1 3.1 62.1 62.4

家庭・地域・関係機関と
連携した危機管理体制
の推進

14. 地域住民や警察署・消防署などの関係機関と連携し、生徒の安全確保を図る
ための取り組みを推進する。

2.9 3.2 58.5 63.0

緊急連絡システムの構
築

15. 学校・家庭間のメール連絡網システムやホームページを活用して、緊急時の情
報伝達を確保する。 3.0 3.0 60.0 60.6

校務分掌 16. 各分掌の重点目標や年間計画を作成し、評価及び見直しを行う。 3.0 3.1 60.0 61.2

17. 基本的生活習慣を確立し自主・自立をさせる。 3.0 3.0 60.0 59.1

18. 自ら学び、考える力を育み、心豊かな生徒を育てる。 2.9 2.9 57.5 58.3

19. 礼儀正しく母校に愛着を持ち地域からも愛される生徒を育てる。 2.8 3.0 55.8 59.1

20. 自らが学ぶ意欲や社会の変化に主体的に対応し、こころ豊かな生きる力を育
成する。 2.8 3.0 55.0 60.9

21. ＰＴＡ行事・学校行事へ参加を呼びかけ、教育活動への関心を高める。 2.9 3.0 57.9 60.0

22. 各学期に生徒の自転車通学マナーに関する安全指導をＰＴＡと職員が合同で
実施する。 3.2 3.1 64.1 61.8

自ら学び自ら考
える力の育成

体験的・問題解決的な学
習の展開

23. 「地域を知る」、「ふれあい育児体験」等体験的な学習や問題解決的な学習の
指導法を研究し、教科および「総合的な学習の時間」において実施する。 3.0 3.2 60.5 63.8

生涯学習の視点に立っ
た実践能力の育成

24. 学校設定教科・科目や多様な選択科目を設定し、興味・関心に応じた特色ある
教育課程を展開する。 2.9 3.0 57.3 60.0

生徒の学力の把握と評
価基準の設定

25. 個に応じた指導を行い、生徒の学力の把握につとめるとともに、各教科で評価
基準を設けそれに基づいて適切な評価を行う。 3.0 3.1 60.0 61.9

学ぶ喜びや達成感が味
わえる指導方法の工夫

26. 課題解決的な学習など授業方法や指導方法を研究し、生徒の興味・関心を喚
起するとともに成就感・達成感を味わえる授業づくりに取り組む。 2.9 3.1 57.3 61.3

教職員の協働体制の確立
27.生徒の興味・関心や適性にあった学習テーマを設定し、教員相互が協力して取
り組む。 2.7 2.9 54.1 58.1

指導形態の工夫
28. 各教科で個別指導・グループ指導・一斉指導等効果的な指導形態を研究し、
実践する。

2.9 2.9 58.4 58.8

評価方法の創意工夫
29. 観点別評価や生徒の自己評価なども含め、様々な評価方法の研究・導入を図
り、的確な評価を行う。 2.9 2.9 58.9 58.8

防災教育 防災教育 30. 関連機関と連携し、様々な災害への対応策を指導する。 2.7 3.3 53.3 65.0

・自衛隊の協力でシェイクアウト訓練と避難所体験を
実施し、生徒の防災に対する意識向上できた。ま
た、阪神・淡路大震災、東日本大震災にかかる追悼
行事を実施した。

特色ある教育課程の編
成

31. 生徒の進路希望や興味・関心に対応した類型を設置し、特色ある教育課程を
編成する。 2.8 2.9 56.2 58.7

外部講師の活用
32 教科や総合学習の時間に大学の出前授業や特別非常勤講師を積極的に活用
し、生徒の学習意欲を喚起する。 3.1 3.1 61.1 61.3

33. 生徒自らが企画・運営した行事への取り組みを側面から支え、目的を達成した
満足感・充実感を共有する。

2.8 3.0 55.1 59.4

34. 体育大会・校内マラソン大会（準備・練習も含む）を通じて、自己の課題を克服
し、克己心を育成するとともに仲間作りを行う。

3.0 2.9 60.0 58.7

部活動参加の奨励と環
境の整備

35. 生徒会活動の活性化、文化部・運動部への積極的な参加を図り、学校生活の
充実、人格形成・仲間作りを推進する。 2.8 2.9 56.8 58.1

情報モラルの育成
36 情報や情報通信技術が果たしている役割や影響を理解させ、情報発信に伴う
責任など情報モラルを育成する。 3.0 3.1 60.0 62.6

情報機器や情報通信
ネットワークの活用

37. 大型ディスプレイやｉＰａｄ等の情報機器や無線LAN等の情報通信ネットワーク
の積極的な活用を図る。 2.5 2.7 50.3 54.2

学校文化の創造
38. 総合学習の時間を通して郷土を愛し、郷土に生きる人づくりを進めると同時に
国際理解の推進と国際色豊かな人づくりを進める。

2.9 3.1 58.4 61.3

体験活動の推進
39. 地域の清掃（クリ－ン作戦）や特別養護老人ホーム・福祉作業所等でのボラン
ティア活動やふれあい育児体験をとおして体験活動を推進する。 3.1 3.0 61.1 60.0

人権教育 確かな人権意識の育成
40. 人権ＬＨＲや人権映画の鑑賞を通して生命と人権を尊重する精神・態度を育て
る。 3.0 3.2 60.5 63.9

・学校生活に関するアンケートを踏まえ、迅速に指
導につなげることができた。
・年間計画にもとづき実施することができた。

学
校
独
自
項
目
・
課
題
教
育

心身のバランス
のとれた生徒の
育成

各種行事の充実と推進 ・文化発表会、体育大会では、生徒主体となり行事
を行うことで、達成感・満足感を得ることができた。今
後は生徒会を中心に、行事の活性化、生徒の主体
性をさらに充実させる方向で検討していく。

教育の情報化

・大型ディスプレイ、i-pad等のICT機器を授業に活
用する取組が増えてきた。また、i-padの特別活動で
の活用も増えてきた。ただ、危機の管理の徹底が課
題である。
・入学式後に入学生と保護者同時にネットトラブル
についての講演会を実施し、保護者に好評を得て
いる。今後も、情報モラルの育成をさらに進める必要
がある。

体験活動

・１年の総合的な学習の時間において特色ある取組
を実施した。地域行事のはなまつりやあぼし民謡
フェスタにも参加した。今後も積極的にPRに努める
必要がある。

ＰＴＣＡ活動 ＰＴＣＡとの連携
・ＰＴＡの取組として、各学期当初の合同立番、新た
に文化発表会でのバザーに参加・3年生を送る会の
実施など、連携して活動の充実が図れた。

教
育
課
程

・授業公開等を積極的に推進することで、授業改善
や教員の意識向上に努めるたい。
・今後は更に、授業公開を進めたり、回数を増やす
などして、授業改善を推進するとともに、相互評価を
指導力の向上につなげるための研究を進める必要
がある。

基礎・基本の定
着

総合的な学習
の時間

個に応じた学習
指導の徹底

学校の個性化・
多様化

・インスパイア事業により「総合的な学習の時間」や
学校設定科目等で、外部講師を積極的に活用する
ことで、教職員の研修やスキルアップになった。

学
校
運
営

開かれた学校
づくり

家庭や地域への情報発
信

・ホームページの画面を変更し、行事実施後には迅
速に更新するなど昨年度より更新回数を増やして、
タイムリーな学校の情報発信に努めた。
・オープハイスクールでの生徒によるプレゼンや全
教科による体験型授業の実施、夏季補習の公開等
により、参加者に本校の取り組みや魅力を伝えた。

生徒指導

・カウンセリングを充実させて、学年・保健部・生徒指
導部等と家庭が連携して生徒理解にもとづいた更な
る生徒指導の充実を図る必要がある。
・交通マナー（特に自転車）の向上のため、地元警
察と連携して交通マナーについての講演会を開い
たり、ＰＴＡと連携した合同立ち番など実施した結
果、以前よりは苦情件数が減るなどの成果があっ
た。しかし一部にはマナー違反する生徒もいるの
で、継続して法令遵守やマナー向上に努めたい。

危機管理

・メール連絡網システムを利用して、保護者に行事
予定等を周知することができた。また、日常の情報
発信にも積極的な活用を図りたい。

組織運営
・専門部と各学年が連携を深めて、生徒が生き生き
とした学校生活が送れるように組織的な動きをする
必要がある。学年経営

進路指導

進路指導体制の充実 ・進路指導部が中心となり研修会等を実施し、教師・
生徒共に進路に対する意識付ができた。
・生徒が早く進路決定が出来るように、生徒・保護者
に進路に関する情報を迅速に発信する必要がある。

教職員の資質
向上

　　　　　　　　平成３０年度　教職員による学校評価　(全日制課程)

評価の観点 評価項目 実　践　目　標

評価
達成率
100％

取組の成果と課題

・オープンスクールや公開授業により、教員間の授
業に対するお互いの切磋琢磨を行った。今後は、各
教師の授業に対するスキルアップが課題となる。
・全教職員がカウンセリングマインド研修会や「いじ
め未然防止」にかかる研修会を受講して、今後の生
徒理解や生徒指導に生かしていく。


